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論 文 内 容 の 要 旨
原子核反応は複合核過程と直接反応過程とに大別できるが,高エネルギー粒子による原子核反応で,その
残留核を低いエネルギー単位に残すものは, 大部分直接反応によるものであると考えられる. その好例は,
よく知られているように, 重陽子の stripping 反応にみられるが, そこでは Butler の stripping 理論が非
常に有用であった｡ (n ,P), (P,P ), (P,α) 反応等も, 直接反応に特徴的なふるまいを示 し, (d,A) 反応の場
合と同じような取り扱いの可能性が予期される｡ (P,α) 反応の測定例は少ないが, いずれも直接反応過程
をへたものであることを示しているO とくに F 19 (p,α)0 16 反応で, 0 16を基底状態に残すものは, F 19 の特
異な構造から, triton pickup 反応の性質を強く示すことが期待される｡ すでに Likely とBrady は18.5M ev
と 16.OM ev において, この反応の微分断面積を測定し, triton pickup として Born 近似 を 用 いて計算
されたものとよく一致することを見出した｡ しかし, その測定では, エネルギーは上記二点, 角度分布は
前方のみで行なわれているにすぎない｡ もしも入射エネルギーを広範囲に変化させ, かつ角度もさらに後
方まで拡張して測定した場合にも, やはり triton pickup として, このような簡単な理論で説明できるか
どうかは非常に興味あるところである｡
小方 寛は以上の点を明らかにするために, 原子核研究所のサイクロトロンがエネルギー可変であるこ
とを最大限に利用し, 8.0 - 14.2 M ev 問の数点において, F 19 (p ,α)0 16 反応で 0 16 をその基底状態に残す
ものについて測定を行なった｡ この際, 求めるα粒子を, 散乱された陽子等と区別 して測定する必要があ
る｡ この測定は,従来非常にむずかしいとされていたのであるが,小方 寛は有限長の比例計数管を用い,α
粒子と他の粒子とのエネルギー損失の差を利用して,この実験的な困難を巧みに克服 した｡ 小方 寛はまず
ェネルギ- 12.9-1 4.1 M ev の範囲で, 励起関数が入射陽子エネルギ- の変化に伴なってあまり大きくは
変化しないことを確かめたうえ, 8.0- 14.2M ev の問の 8点において, 放出される α粒子の角分布を測定
した｡ その結果, 得 られた角分布は定性的には, 簡単な triton pickup 理論で説明できることがわかった｡
しかしながら詳細にわたっては, 理論で予期されるものとは種々の点で異ったふるまいを示しており, 特
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に 11.OM ev および 8.O M ev における α粒子の後方- 放出する徽分断面積が大きいことは, 全 く予期さ
れぬものであった｡
したがって, これらのふるまいを完全に説明するためには, 簡単な triton pickup 理論ではじゆうぶん
でなく, この理論の修正, もしくは他の直接反応の過程の導入, あるいはその両者が必要であることを結
論している｡
要するに, 本論文は今まで簡単な理論でよく説明されると考えられていた反応の角分布も, 入射エネル
ギーを広範囲に変化させ, 測定角を拡張することにより, 必ずしも, 簡単に説明できるものでないことを
示し, 新 しく解明すべき問題点を提起したものである｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
主論文は, 8.0- 14.2 M ev に加速された陽子による F 19 (A,α)0 16 反応を観測し, 特に 0 16 を基底状態に
残す α粒子の角分布を求め, その結果を triton pickup 反応として Born 近似を用いて得られる理論値と
比較したものである｡
小方 寛の得た実験事実は, 上記の理論そのままではじゆうぶんな説明ができないことを示 しており,
したがってこの理論を修正するか, 他の反応過程を導入するか, または双方を併用する必要があることを
詳細に実証 しており, 今後の新しい問題として提起 したところに深い意義が認められる｡
参考論文その 1 では, 0 17のエネルギ- 準位の測定を行ない, 9.66M ev と 6.89M ev の問に18個の準位の
存在を立証 している｡
その 2 , その 3 は 14.8 M ev 中性子による (n,α) 反応を観測したもので, 特にその 2 では A 127 を,
その 3 では C o 59 および M n 55 を標的核として, 放出する α粒子の角分布およびエネルギー分布を求め,
その反応機構を明らかにしょうと試みている｡ この種の (n ,α) 反応の観測は世界では最初の 試み で あ
る｡ なお, これらの反応の大部分は, 複合核形成の過程を経ていることを明らかにし, 核反応の統計理論
と比較して種々の興味ある結果を得ている｡
その 4 は A 127および Cr52 に対する (P,α) 反応の励起関数と, 角分布を求めたもので A 127(P,α)M g24反応
については直接反応, CrB2 (p ,α) V 20 反応については複合核過程の性格を著しく表わすことを示 しているO
以上述べたように, 小方 寛は主論文および参考論文において, 原子核反応ならびに原子核構造に関す
る研究を一貫して行ない, 原子核物理学の発展に寄与する多くの成果を収めている｡ また, 論文の各編か
ら, 小方 寛のすぐれた実験技術と理論に対する深い理解とを察知することができる｡ よって, 本論文は
理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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